
3                             本願寺春秋                      令和 5 年 1 月１日刊行 

 

 

献
灯
提
灯 

毎
年
一
万
灯
以
上
の
お

申
込
み
が
あ
る
献
灯
提

灯
。
苑
内
に
荘
厳
し
お

盆
の
期
間
中
献
灯
さ

れ
、
苑
内
を
厳
か
な
灯

で
彩
り
ま
す
。 

 往
還
灯
籠 

蓮
の
花
を
模
し
た
往
還

灯
籠
。
相
続
講
員
の
み
が

申
込
で
き
る
特
別
仏
事

で
す
。 

 

  

志 し

経
き
ょ
う

（
予
約
不
要
） 

ご
参
苑
の
折
、
納
骨
壇
に

て
、
お
墓
参
り
勤
行
を
お
勤

め
い
た
し
ま
す
。
志
経
御
志

は
三
千
円
か
ら
に
て
申
し
受

け
ま
す
。 

 年
中
行
事

ね
ん
じ
ゅ
う
ぎ
ょ
う
じ

志し

経
き
ょ
う

（
予
約
不
要
） 

ご
参
苑
の
折
、
納
骨
壇
に

て
、
初
盆
や
お
盆
、
彼
岸
会
と

い
っ
た
年
中
行
事
の
法
要
を

お
勤
め
い
た
し
ま
す
。
年
中

行
事
志
経
御
志
は
二
万
円

（
初
盆
の
み
三
万
円
）
か
ら

に
て
申
し
受
け
ま
す
。 

 特
別

と

く

べ

つ

墓
前

ぼ

ぜ

ん

・
墓
前

ぼ

ぜ

ん

永
代

え

い

だ

い

経
き
ょ
う 

（
予
約
不
要
） 

ご
参
苑
が
無
く
て
も
、
毎

月
命
日
に
納
骨
壇
に
て
、
お

墓
参
り
勤
行
を
永
代
（
十
年

～
百
年
）
に
亘
っ
て
お
勤
め

い
た
し
ま
す
。 

特
別
墓
前
永
代
経
を
お
納

め
の
方
に
は
毎
月
命
日
の
お

墓
参
り
勤
行
に
加
え
、
祥
月

命
日
や
年
忌
の
法
要
を
お
勤

め
い
た
し
ま
す
。 

 

申
も
う
し

経
ぎ
ょ
う 

（
要
予
約
） 

各
本
堂
に
て
、
年
忌
、
祥

月
、
初
盆
、
納
骨
等
の
法
要
を

お
勤
め
い
た
し
ま
す
。 

申
経
御
志
三
万
円
（
合
同

読
経
）
か
ら
に
て
申
し
受
け

ま
す
。
五
万
円
よ
り
別
座
読

経
（
個
別
で
の
読
経
）
と
な
り

ま
す
。 

 永
代

え

い

だ

い

経
き
ょ
う

（
要
予
約
） 

各
本
堂
に
て
永
代
に
亘
っ

て
読
経
す
る
御
経
の
紐
を
解

く
永
代
経
お
紐
解
法
要
を
お

勤
め
し
ま
す
。
そ
の
後
毎
年

の
祥
月
命
日
に
は
毎
朝
本
堂

で
勤
ま
る
晨
朝
後
、
永
代
経

総
経
と
し
て
永
代
（
年
数
に

限
り
な
く
）
に
亘
り
勤
ま
り

ま
す
。 

特
別
永
代
経
を
お
納
め
の

方
に
は
、
毎
年
の
祥
月
命
日

に
勤
ま
る
永
代
経
総
経
と
は

別
に
、
春
季
彼
岸
会
期
間
中

に
、
特
別
永
代
経
法
名
軸
を
荘

厳
し
て
、
春
季
彼
岸
会
法
要
と

併
修
に
て
『
特
別
永
代
経
総

経
』
を
お
勤
め
い
た
し
ま
す
。

永
代
経
御
志
十
万
円
以
上
か

ら
に
て
申
し
受
け
ま
す
。
百
万

円
以
上
よ
り
特
別
永
代
経
と

な
り
ま
す
。 

               
   

葬そ
う

骨こ
つ

経
き
ょ
う

（
予
約
不
要
） 

分
骨
等
の
余
骨
の
引
き
取

り
時
に
、
常
楽
堂
本
堂
に
て
葬

骨
経
を
お
勤
め
い
た
し
ま
す
。

葬
骨
経
御
志
は
二
万
円
か
ら

申
し
受
け
ま
す
。
手
続
き
は
原

則
と
し
て
名
義
人
か
ら
の
申

請
に
限
り
ま
す
。
引
き
取
り
ま

し
た
お
骨
は
お
返
し
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。 

 

御
移
徙

お

わ

た

ま

し

法
要
（
予
約
不
要
） 

初
め
て
の
ご
参
苑
、
初
め
て

の
ご
納
骨
の
際
に
、
納
骨
御
仏

壇
を
新
た
に
開
か
れ
た
こ
と

を
御
本
尊
に
ご
報
告
申
し
上

げ
る
御
移
徙
法
要
を
お
勤
め

い
た
し
ま
す
。
御
移
徙
法
要
御

志
は
一
万
円
、
又
は
三
万
円
か

ら
申
し
受
け
ま
す
。 

 ＊
各
予
約
不
要
の
読
経
は
、
午
前

九
時
よ
り
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

随
時
受
付
い
た
し
ま
す
。
行
事
期

間
は
お
申
し
込
み
を
お
待
ち
い
た

だ
く
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。 

  

各
法
要
予
約
お
申
し
込
み
は 

東
山
浄
苑
東
本
願
寺 

尚
書
（
総
合
受
付
）
ま
で 

☏
０
７
５―

５
４
１―

８
３
９
１ 

  

  

会
館
等
で
の
葬
儀
式
（
予
約
不
要
） 

全
国
ど
こ
で
も
お
伺
い
し
葬

儀
式
一
式
（
枕
経
・
通
夜
・
葬
儀
・

還
骨
勤
行
・
繰
上
初
七
日
）
を
厳

粛
に
執
り
行
い
ま
す
。
葬
儀
式
一

式
お
布
施
は
三
十
万
円
か
ら
申

し
受
け
ま
す
。 

 

ご
自
宅
で
の
年
忌

ね

ん

き

法
要
（
要
予
約
） 

 

ご
自
宅
に
出
向
き
、
年
忌
法
要

を
お
勤
め
致
し
ま
す
。
年
忌
法
要

お
布
施
は
三
万
円
か
ら
に
て
申

し
受
け
ま
す
。 

 

ご
自
宅
で
の
御
移
徙

お

わ

た

ま

し

法
要
（
要
予
約
） 

ご
自
宅
に
出
向
き
、
ご
自
宅
に

御
仏
壇
を
お
迎
え
す
る
際
、
片
付

け
る
（
処
分
）
際
の
法
要
を
お
勤

め
致
し
ま
す
。
御
仏
壇
や
遺
品
の

引
き
取
り
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

引
き
取
っ
た
御
仏
壇
や
遺
品
は
、

盂
蘭
盆
会
期
間
中
に
法
要
・
焚
浄

致
し
ま
す
。
御
移
徙
法
要
の
お
布

施
は
二
万
円
か
ら
、
焚
浄
の
お
布

施
は
三
万
円
か
ら
に
て
申
し
受

け
ま
す
。 

 

ご
自
宅
で
の
月
忌

が

っ

き

参
り
（
要
予
約
） 

ご
自
宅
に
出
向
き
、
毎
月
の
御

命
日
に
お
勤
め
致
し
ま
す
。
月
忌

参
り
の
お
布
施
は
一
万
円
か
ら

に
て
申
し
受
け
ま
す
。 

 

他
霊
園
で
の
納
骨
・
改
葬
法
要 

（
要
予
約
） 

他
霊
園
・
墓
所
に
出
向
き
、
納

骨
・
改
葬
の
際
の
法
要
を
お
勤
め

致
し
ま
す
。
納
骨
・
改
葬
法
要
の

お
布
施
は
三
万
円
か
ら
に
て
申

し
受
け
ま
す
。 

 浄
苑
以
外
で
の
各
種
法
要 （

要
予
約
） 

 

ご
自
宅
や
会
館
、
霊
園
等
に
出

向
き
、
各
種
法
要
を
お
勤
め
致
し

ま
す
。 

 ＊
ご
葬
儀
、
ご
自
宅
等
で
の
法
要
の

際
に
は
、
上
記
お
布
施
の
他
に
お
車

代
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

＊
各
種
法
要
は
、
東
本
願
寺
別
院  

 

本
願
寺
眞
無
量
院
が
浄
土
真
宗
の
儀

式
作
法
に
則
り
厳
粛
に
執
り
行
い
ま

す
。 

 ご
葬
儀
、
ご
自
宅
等
で
の 

法
要
予
約
・
お
申
し
込
み
は 

東
山
浄
苑
東
本
願
寺 

教
化
部
ま
で 

☏
０
７
５―

３
７
１―

１
７
１
７ 

         

正
信

し
ょ
う
し
ん

燈
ど

う

籠
ろ

う 

石
燈
籠
に
法
名
、
又
は
寄

進
者
の
お
名
前
を
刻
ん
だ
銘

板
を
貼
り
付
け
、
御
志
を
永

代
に
亘
り
お
伝
え
致
し
ま

す
。
お
申
込
み
か
ら
約
三
週

間
で
お
取
り
付
け
し
ま
す
。

御
志
三
万
五
千
円
か
ら
申
し

受
け
ま
す
。 

縦
：
7.5

セ
ン
チ
、
横
：
1.9

セ
ン
チ
の
銘
板
で
す
。 

    
 

      

仏
像
彫
刻
の
会 

 

僧
侶
に
習
い
木
彫
の
仏
像

を
彫
刻
し
ま
す
。
毎
月
３
回

（
全

12

回
）
、
毎
週
日
曜
日

に
開
催
予
定
（
月
謝
：
三
千

円
）
。

10

歳
以
上
な
ら
ど
な

た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。
随
時
受
付
中
で
す
。
お
問

い
合
せ
は
東
山
浄
苑
東
本
願

寺
教
化
部
（
☏
０
７
５―

３
７

１―

１
７
１
７
）
ま
で
。 

 

佛
ぶ
っ

恩
と
ん

報
謝
団

ほ
う
し
ゃ
だ
ん

活
動 

佛
様
と
ご
先
祖
へ
の
感
謝

の
思
い
を
も
っ
て
、
報
恩
行

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
大
谷

暢
順
御
法
主
台
下
御
著
作
の

輪
読
会
の
定
期
開
催
等
も
行

っ
て
お
り
ま
す
。
東
山
浄
苑

総
合
受
付
（
尚
書
）
ま
で
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

結
縁

け
ち
え
ん

協
力

き
ょ
う
り
ょ
く

金
き
ん 

御
親
戚
・
御
友
人
を
ご
紹

介
い
た
だ
き
納
骨
壇
を
契
約

さ
れ
た
場
合
、
ご
紹
介
者
へ

「
結
縁
協
力
金
」
を
お
渡
し

い
た
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お

問
い
合
せ
下
さ
い
。 

＊
過
去
に
企
業
よ
り
当
苑
を
紹

介
さ
れ
て
い
る
方
は
適
用
さ
れ

ま
せ
ん
。 

 

仏
教
と
科
学
の
サ
ロ
ン 

 

本
願
寺
御
門
主
台
下
主
催

に
よ
る
サ
ロ
ン
で
す
。
常
識

や
思
い
込
み
に
と
ら
わ
れ

ず
、
柔
軟
に
思
考
し
、
多
角
的

に
仏
教
を
読
み
解
き
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
等
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
本
願
寺
事
務

局
（
☏
０
７
５―

３
４
３―

１

２
３
３
）
に
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。 

 
 

嘉
枝
堂 
盂
蘭
盆
会
法
要 

法
話 

 

昏
時 

常
楽
堂 

盆
灯
会
法
要 

苑
内
中
庭 

焚
浄
会
法
要 

盆
提
灯
・
献
灯
大
ロ
ー
ソ
ク
点
灯 

（
下
記
参
照
） 

晨
朝 

永
代
経
総
経 

法
話 

 

 

      

  

8 月 月 
１６日 １５日 １４日 １３日 日 
水 火 月 日 曜日 

９：００ 開門 

 
  ９

時

30

分 

引
続
き 

引
続
き 

  
 

 

９
時

30

分 

 
  

引
続
き 

引
続
き 

 

  

11

時 

午
前 

法
要
・
行
事 

 

16

時

30

分 
   

18

時 

   

引
続
き 

 

 

15

時 

 

引
続
き 

引
続
き  

 
 
 
 
 

 

15

時

30

分 
  

16

時

30

分 
   

18

時 

18

時

20

分 
 

 
 

 

 

  

15

時 

 

引
続
き  

  
  

  
 
 

16

時

30

分    

18

時 

18

時

20

分 
 

 
 

 

  

15

時 

 

引
続
き 

 

引
続
き 

 
 
 
 
 
 
  

 

16

時

30

分 
 

 

18

時 

18

時

20

分    
  

  
 
 

 
 

 
 

 
 

  

午
後 

無料送迎バス（＊スケジュールは決定次第ホームページ等でご案内します） バス 
２０：００ 閉門 

冥加金 一灯 3,000 円 冥加金 一灯 1,500 円 

献
灯
大
ロ
ー
ソ
ク 

先
祖
の
名
前
が
揮
毫
さ

れ
た
献
灯
大
ロ
ー
ソ

ク
。
お
盆
の
期
間
で
願

人
が
指
定
さ
れ
た
日
に

献
灯
い
た
し
ま
す
。
ロ

ー
ソ
ク
の
火
を
通
し
先

祖
を
偲
び
ま
す
。 終身講員 一灯 5,000 円 

通常講員 一灯 7,000 円 
講員以外 一灯 12,000 円 
（お申込みには相続講への加入が必要） 

お
盆
仏
事
の
案
内 

午後 午前 

3：00 2：00 1：00 11：00 10：00 

3：30 2：30 1：30 11：30 10：30 

 

申
経
・
永
代
経
読
経
お
扱
い
時
間 

（
妙
寶
院
又
は
嘉
枝
堂
本
堂
に
て
） 

ご
葬
儀
、
ご
自
宅
等
で
の 

法
要
の
ご
案
内 

 

う 
 

 
 

 

ら 
 

 
 

 

ぼ
ん 

 
 

 
 

え 

盂 う 

蘭 ら 

盆
ぼ
ん 

会 え 

嘉
枝
堂 

盂
蘭
盆
会
法
要 

御
親
教 

復
演 

法
話 

 

昏
時 

常
楽
堂 

盆
灯
会
法
要 

苑
内
中
庭 

焚
浄
会
法
要 

盆
提
灯
・
献
灯
大
ロ
ー
ソ
ク
点
灯 

（
下
記
参
照
） 

 

嘉
枝
堂 

盂
蘭
盆
会
法
要 

御
親
教 

復
演 

法
話 

子
ど
も
盆
灯
会 

 

昏
時 

常
楽
堂 

盆
灯
会
法
要 

苑
内
中
庭 

焚
浄
会
法
要 

盆
提
灯
・
献
灯
大
ロ
ー
ソ
ク
点
灯 

（
下
記
参
照
） 

昏
時 

往
還
回
向
の
夜 

相
続
講
員
物
故
者
盂
蘭
盆
会
併
修 

相
続
塔
永
代
経
法
要 

往
還
灯
籠
奉
灯 

 

（
下
記
参
照
） 

盆
提
・
献
灯
大
ロ
ー
ソ
ク
点
灯 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
下
記
参
照
）  

兼
日
中
法
要 

（
晨
朝
並
び
に 

闡
如
上
人
御
祥
月
命
日
日
中
法
要
） 

永
代
経
総
経 

法
話 

  

佛
舎
利
殿 

盂
蘭
盆
会
法
要 

 

東
山
浄
苑
で
の 

法
要
の
ご
案
内 

同
封
の
振
込
用
紙
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

尚
、
重
複
お
申
し
込
み
を
避
け
る
為
、 

振
込
用
紙
の
控
え
は
大
切
に
保
管
下
さ
い
。 


